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ドジョウとカラドジョウの簡易な判別式 

農業水路等の水利施設の生態系保全に向けて，我が国在来のドジョウと，それに体形の似る要注
意外来生物のカラドジョウを簡易に特定できる判別式を開発しました。 

研究のポイント 

カラドジョウの生息が 

確認されている県（赤色） 

 東北から九州にかけての26県で，ドジョウとカラドジョウ
の同所的な生息が，農業水路等で確認されています。 

 大陸を原産とするカラドジョウは，ドジョウの消滅やそれ
との交雑，大型鳥類の餌としても影響を及ぼすとされ，
分布拡散の防止策が求められています。 

 両種は体形が似るため，分類形質やDNA等の高度な分
析技術を利用しなければ，区別できませんでした。 

研究の背景 

本判別式には，以下の特徴があります。 

 魚体の3部位を計測するだけで，特別な分析技術を必要としません。 

 本判別式の正答率は95.3%と極めて高く，誤答率は4.7%しかありません。 

 日本国内かつ調査現地で速やかに利用でき，農地・水保全管理等の活動組織，土地改良区，行
政部局，学校等の諸機関で利用できます。 

判別式の概要 

使用方法 

手順1 ①体長，②尾柄高，③髭長をノギスで計る。 
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手順２ 計った数値を次の式に代入して計算する。 

Y＝（24.1×尾柄高＋72.1×髭長）÷体長－8.140 

■式の適用範囲は①体長22.3～140.0，②尾柄高2.0～
14.8，③髭長0.6～8.2です。 
■個体を炭酸飲料に数分浸すと麻酔がかかります。 
■計算するためのエクセルプログラムを用意しています。 

正答率 

95.3％ 

手順３ 計算結果Yの値から種を分ける。 

写真上のドジョウはY=-2.580  →ドジョウ 
写真下のカラドジョウはY=1.795→カラドジョウ 

－0.467より小さい 
  → ドジョウ 

1.217より大きい 
  → カラドジョウ 

－0.467以上～1.217以下 
  → 不明（誤判別区間） 
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